
平成 22 年 11 月 11 日 

各  位 

 

会社名      エノテカ株式会社 

代 表 者 名   代表取締役 廣瀬 恭久 

（コード番号  3049  東証第二部） 

問 合 せ 先   取締役統括管理部長 太田 剛 

電 話 番 号   03-3280-6388 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

近の業績の動向等を踏まえ、平成 22 年５月 13 日付当社「平成 22 年３月期 決算短信（非連結）」にて公

表いたしました平成 23 年３月期（平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31 日）の第２四半期累計期間の業績

予想を下記の通り修正しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 23 年３月期第２四半期累計期間業績予想の修正（平成 22 年４月１日～平成 22 年９月 30 日） 

  （単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 5,491 158 138 79 1,568.50 円

今回修正予想（Ｂ） 5,307 221 △169 △140 △2.784.38円

増減額（Ｂ－Ａ） △183 62 △307 △219 －

増減率（％） △3.3% 39.5% － － －

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 22 年 3 月期第２四半期） 
4,889 162 124 84 1,680.15 円

 
 

２．修正の理由 

当第２四半期累計期間につきましては、政策効果の低下、円高・株安への懸念が増大、かつ依然としてデ

フレ進行、個人消費の低迷等により景気の回復は、見込めず力強さを欠いたままに推移しております。 

このような状況の中で、売上高につきましては、販売本数は大幅に増加しているものの、販売単価の低下

傾向は依然あり、計画を若干下回る予定です。営業利益につきましては、エクスクルーシブ商品の販売本数

の増加及び円高等による原価率の改善を受け、計画を上回る予定です。 

経常利益、四半期純利益につきましては、為替予約の時価評価による為替差損４百万円、決済等の為替差

損 370 百万円とあわせて為替差損 375 百万円を計上する予定となり、計画を下回る予定です。 

なお、通期の業績予想につきましては、第２四半期累計期間において営業利益は、39.5％増となっており 

ますが、第３四半期に需要が集中することから、その動向を考慮するため、前回発表の予想数値に変更はご

ざいません。また、経常利益は、為替差損益を予測することは、不可能であることから、前回発表の予想数

値に変更はございません。 

※上記の予想は現時点で入手可能な情報に基づいたものであり、実際の業績は今後様々な要因によって異

なる結果となる可能性があります。 

以上 


